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自動的に生成された説明]　
▼理解が進んだ
　勉強になりました。もう一回聞きたいです。いただいたプリント等見させていただきます。ありがとうございました。いろいろ質問が出て、理解が進みました。（下石原・進藤玲子）
▼国に反対を！
　とてもためになるお話、ありがとうございました。調布市役所職員の方は、自分の名字しか教えないくせに、市民の情報はマイナカードで支配しようとしている。国に反対を！（Ｓ・Ｍ）
▼無理がある…
　世界的な趨勢というわけでもないのに、なぜ強引なまでの手法でマイナンバーを進めようとしているか？　無理がある試み、リスクのある試みと考えられるのに、何のために？　大いに怪しい。（深大寺北町・二見真由美）

▼取るべき態度もわかった

　宮崎さんのわかりやすい説明、まとまった資料、ありがとうございました。問題点が整理されただけでなく、最後の私たちが取るべき態度や抵抗方法の提起もいただき、本当に参加して良かったです。準備してくださった皆さま、ありがとうございました。ニュースも、いつもありがとうございます。　　　（無記名）

▼「強制社会」に反対運動を

  マイナンバー強制社会に反対する運動を広げなければと感じました。歴史的な経緯の理解を含めて運動に、取り組めば説明する力も付くと感じます。この企画を待っていました。（日野市・川添務）
▼やはり怖いこと
　「いま話題になっている技術的なトラブルがなくなればいい」ということではなく、本質的な問題をお話しいただき、ありがたかったです。技術的なことはいずれクリアされるでしょうが、やはり怖いことです。「作れば２万ポイント」というカードの宣伝には「近づかない方がいいよね」となるのではないでしょうか。ポイントもらって返納すればおトクかというと、「切れないヒモ付け」が残るということで、自分は甘いな、と思いました。  　　　（無記名）
▼ＮＯ！を貫く
　タイムリーな問題を取り上げてくれてありがとうございました。住基ネット以来、マイナンバー法も国のやり方、目的が国民の利便は、二の次、三の次で、国民支配、監視社会になることだと考えて居たので、今回納得。いままで通り、しっかりと考えて、ＮＯ！の態度を貫こうと思います。いつもニュースをいただいています。　（無記名）

▼インドのＩＤ普及率92％と、ＮＨＫ「混迷の世紀」

　「マイナンバー制度をやろうとしたのは民主党だった」にはじまり、住基ネット以来の歴史、番号法改悪のねらいなど、はじめてトータルにマイナンバーについて学ぶことができました。参考資料の「認証に利用されるＩＤ(個人識別番号)の普及率」の表で、トップのデンマークが95･５％の高率であることについて、最近読んだ『普段着のデモクラシー』(かもがわ出版)という本で同国に数十年暮らしている二人の日本人の方が、きわめて肯定的に同国の「中央個人登録番号制(通称ＯＰＲ番号)」を論じている。お二人は「（問題は）政府を信頼できるか否か」ではないかと言っている。もうひとつはインドが92％と突出して高い。７月16日放送のＮＨＫスペシャル「混迷の世紀　台頭する第３極インドの衝撃を追う」で、赤ちゃんの段階から指紋、虹彩による生体認証がおこなわれ、これとスマホの普及によって、14億のうち取り残されてきた８億人の農村部が急速に市場経済に組みこまれ、経済の急成長がおきている。インドがＩＴ大国に変貌しつつあるのはＩＴ産業には旧来のカースト制度とは無関係に人材が入ってこられるからといわれている。番組でも、若いＩＴ技術者の意欲や理想が印象的でした。インドのカースト制度に呻吟してきた人びとがＩＴ革命によって経済的に豊かになっていくことを、その負の側面も含めて注視したい。
　（深大寺北町・佐藤定夫）

▼「拒否」しかないことに憤り

　お話を伺って、ますますマイナカード取得拒否の思いを強くしましたが、強化を強めている管理体制に抗する方法が「拒否」という形でしか表せないことへの憤りといらだちを覚えています。そして、番号で他者に管理されるのはまっぴらです。（西つつじヶ丘・成田恵美子）

▼国家にだまされない！
 
 大変参考になりました。国家にだまされないで、反対し続けていくことが、大事だと改めて認識しました。
　　　　(布田・松元俊子）


第１９２回（８月）例会　参加費300円

略奪文化財と歴史の捏造
歴史を直視し、略奪文化財を返還することは私たちの責務
お話：東海林次男さん　中国文化財返還を進める会・共同代表、前東京都歴史教育者協議会会長
日時:８月２０日(日)13:30～
場所:たづくり６０１＆６０２学習室

第１９３回（９月）例会　参加費300円

安全な水を求める多摩の住民運動の広がり
多摩のＰＦＡＳ(有機フッソ化合物)汚染対策を国･都に求めて
お話：根木山幸夫さん
　　　　　　　多摩地域の有機フッ素化合物汚染を
　　　　　　　明らかにする会共同代表・事務局
日時:９月１８日(月･休)13:30～
場所:たづくり１００２会議室

第１９４回（10月）フィールドワーク例会

靖国神社・遊就館
ガイド：長谷川順一さん
　　　　　　　　東京の戦争遺跡を歩く会
日時:１０月某日（未定）の午後
集合場所：靖国神社社頭の歩道橋下
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